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研究成果の概要（和文）：東アジア・東南アジア諸国の主要都市におけるインターネットカフェ

の調査を行い、(1) 各都市のインターネットカフェ 350 以上の店舗を地図上に反映させた。ま

た、(2) 各都市でのフィールド調査とインタビュー調査の結果を分析し、各都市のインターネ

ットカフェの来歴を素描し、それぞれの利用様態の特性を明らかにした。(3) さらに、香港、

シンガポールにおける移民労働者のインターネットカフェ利用との比較から、現代日本の「ネ

ットカフェ難民」問題の焦点が「個人ブース」にあることを示した。 

 
研究成果の概要（英文）：From the field survey on the Internet cafe at metropolises of East 
and Southeast Asian countries such as Tokyo, Osaka, Beijing, Tianjin, Shanghai, Hong Kong, 
Singapore, Bangkok, Manila, (1) I reflected more than 350 Internet cafes on the map of 
each city. (2) By analyzing collected data on Internet cafes form above survey and 
interviews from shopkeepers and customers of them, I described the social history of the 
Internet cafe in each city and clarified the specificity of Internet cafe uses in it. 
(3) I demonstrated that the core of a problem of “net cafe nanmin” in contemporary Japan 
is “private booth” by comparing with the Internet cafe use of migrant workers in Hong 
Kong and Singapore. 
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、東アジア・東南アジアにおける

パーソナルコンピューター（以下 PC と略
記）・インターネット受容の国際比較を行う
ためにインターネットカフェ（以下 IC と略
記）に照準する。その背景は次の 3つである。 

無線通信と電気通信に関する国連専門機
関である国際電気通信連合（ITU）の統計資
料（ITU, 2010, Measuring the Information 
Society: The ICT Development Index, 2009 

(1) 数量データの観点からみた、PC・インタ
ーネット受容の国際比較とIC 
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Edition (excludingAnnex 5).）では、各国
の携帯電話の個人普及率、PC・インターネッ
トの家庭普及率については数値化されてい
るものの、IC はわずかな解説が付されるの
みであり、統計上の数値としては明示化され
ていない。 
だが、東南アジア諸国はもちろん、東アジ

ア諸国においても、PC を個人で所有したり、
家庭にインターネットを導入したりするこ
とが困難な人々が存在し（ex. 香港の PC・イ
ンターネットの家庭普及率は 70%を超えるが、
中国全体ではそれぞれ 39.1%・16.4%まで下が
る）、その理由は経済的なものである。 
そして、そのような人々に廉価に PC・イン

ターネット環境を提供しているのは IC とい
うインフラ装置である。他方、日本や韓国、
中国の諸都市など、PC・インターネットの家
庭普及率が世界的に高水準にある地域でも、
IC というインフラ装置は廃れていない。 

以上のことから、アジア諸国における PC・
インターネットの受容に関する比較研究を
行う場合、IC を基軸として、その上で家庭
用の PC・インターネットとの関係を考察する
方が、国際比較としてはより妥当であると言
える。 

PC やインターネットに関する人文社会科
学的研究は、大別して次の 3 つの問から研究
を進め、各国の政策実践、NPO/NGO の活動に
大きな影響を与えてきた。 

(2) PC・インターネットに関する人文社会科
学的研究とIC 

① PC・インターネットとは何か？  
② 世界的に展開する PC・インターネットの
意義や功罪とは何か？ 
③ PC・インターネットの理想的なあり方と
はいかなるものか？  

しかし、そこに欠けているのは、C. S. フ
ィッシャーが電話を対象として実践したよ
うな「社会史」の視座（Fischer, Claude, S., 
1992, America Calling.）、つまりそもそも
PC やインターネットがいかなるものとして
諸地域に導入されたのかを、当該地域の歴史
的・文化的背景やその利用者のあり方を踏ま
えて描く視座である。PC・インターネットが
グローバルに展開していることを鑑みれば、
ある特定の地域に実際に立地する IC は、既
存の先行研究の穴を埋める社会史の視座に
応え得る、唯一の場であると考えられる。 
(3) グローカリゼーションと公的／私的領
域が重合する場としての IC 

IC は現代社会の様々な問題の焦点を形成
している。例えば、PC とインターネットが
廉価に、それゆえ潜在的には大多数の人々に
提供されているという点で、IC はグローバ
リゼーションの拠点とも見なし得る。だが他
方、先に述べたように、IC そのものが配置
されるのは、諸地域の地域性（ローカリティ

ー）が残存し、その維持や漸次的変化が目指
される公的領域である。さらに、PCやインタ
ーネットによるコミュニケーションの特性
上、その利用においては、私的／親密的領域
が形成されやすい。 
それゆえ、このような諸傾動が重合する IC 

という場、あるいは様々な傾動をその利用者
に付与する装置である IC は、グローバリゼ
ーション下で発生している多様な問題を考
察し、PC やインターネットがどのような社
会関係の形成に寄与しているのかを比較社
会学的に考察する基礎となるものである。 
 
 
２．研究の目的 
 上記の研究の背景に対応して、本研究の目
的は次の 3つに大別できる。 
(1) 東アジア諸国（日本・中国・台湾・韓

国）と東南アジア諸都市（マニラ、シンガポ
ール、バンコク）におけるグローバリゼーシ
ョンの進展と、その裏面としてのローカライ
ゼーションの進行を、各国の IC の分布様態
や立地条件、内部空間の分割のあり方やその
分割の意図、想定されている利用者やそのイ
メージといった、インフラ装置としての IC 
に着眼して明らかにすること。 
(2) IC はもちろん、個人所有の PC やイン

ターネット、携帯電話や通信機能を備えたゲ
ーム機器といった IT メディアの利用を通じ
て、当該地域にこれまでにあった公的／私的
な社会関係がどのように変化したのか、また、
言説としてどのように変化したと表現され
ているのか、加えて IT メディアの利用によ
っても変化していない社会関係のあり方と
はどのようなものかについて、IC（ITメディ
ア）利用者に対する意識調査から明らかにす
ること。 
(3) アジア諸国の IC の実態を調査し、IC 

を基軸とした PC とインターネットの社会史
を描くことで、グローカリゼーション
（Glocalization）の様態を明らかにし、IT 
技術と人間との関係や、IT 技術を介した人
間関係のあるべき姿を考察する基盤を作る
こと。 
 
 
３．研究の方法 
先の研究の背景において確認した 3 つの

課題、すなわち 1. IC に関する数量データの
補完、2. IC（PC・インターネット）の社会
史の素描、3. IC（PC・インターネット）の
比較社会学的考察について、 
(1) 東アジア・東南アジア諸国における IC 
の経営者・従業員、IC 利用者、周辺住民へ
のインタビュー調査 
(2) 各国の地域研究、及び IC に関連する文
化的背景を紹介した研究書・一般書・新聞記



 

 

事（ネット情報）の収集と検討 
という 2 つの方法を用いて研究を行う。 
まず、(1)の海外調査では、研究協力者・

現地研究補助者とともに各都市 7～15 日滞
在し、IC の分布形態と店舗状況の把捉およ
び 20～30 名へのインタビューを行う。イン
タビューの内容は、IC 経営者・従業員の経
営戦略や想定する顧客層、利用者の基本属性、
IC の利用目的、IC に対するイメージなどで
あり、その際、半構造化インタビューを用い
る。この手法を採る理由は、各国の IC の実
態と利用意識に際立った相違があり、構造化
された質問群や、統一の調査用紙の作成が不
可能だからである。 
また、(2)の資料収集・分析については、

IC 及び IT メディアに関連する資料を網羅
的に収集し、検討を加える。各国での数量デ
ータの収集は必須であり、インタビュー調査
と並行して IC の数量把握に努める。数量デ
ータを除いた各国の収集については、研究実
施期間全体を通じて収集し（日本については
すでに収集済み）、インタビュー調査とも照
らし合わせつつ分析を行う。 
 
 
４．研究成果 
幾分か調査規模を縮小しながらも（中国の

地方都市、および韓国の地方都市は予算の都
合で割愛した）、IC のマッピング、店舗形態
や内部空間の分割のあり方の分析、各国各都
市でのインタビュー調査を行った。 
他方、数量データについては、特に東南ア

ジア諸国ではその総数を把握できるような
資料が存在せず、本研究で得られたマッピン
グ資料が一次データとなることが確認でき
た（なお、調査地のインフォーマントから得
た知見として、各国の主要プロバイダの契約
件数から店舗の概数を割り出す試みについ
ては、現在も継続中である）。 
 
(1) ICのマッピングでは、大阪、東京、ソ

ウル、北京、上海、香港、台北、シンガポー
ル、バンコク、マニラにある IC 約 350 店舗
を地図上に反映させた。また、実際に各都市
の店舗に入り、内部の様子を確認した上で許
可があれば写真で撮影し、IC 内部の上面図を
作成した店舗もある。さらに、インタビュー
調査として、各都市 15名前後の IC経営者・
利用者から情報提供を受けた。以上のような
調査から、各都市で次のような偏差が現れた。 

[東京] 1km2という区分を基準とした場合、
各都市でもっとも IC が集中しているのは、
JR 蒲田駅周辺であり、そこは低賃金の日雇い
労働者が集まる地域である。下の図 1は報告
2で用いた蒲田周辺の ICを図示した地図であ
る。 

 

 
図 1: JR 蒲田駅周辺の IC 

（『でっか字 東京 23区便利情報地図』(昭文
社, 2008)をもとに作成） 

 
この地域の IC は利用価格の低化が進んで

おり、日雇い労働者向けの多様なサービスが
実施されている。他方、閑静な住宅街に近い
IC では、近所の年配の人が顧客となることも
あり、総体として見た場合、IC の機能分化が
進んでいると結論できる。ただし、いずれの
店舗にも共通する利用スタイルは「簡易宿
泊・休憩」であり、その場合、特に「個人ブ
ース」の利用が主眼となることが示された。 
[ソウル・台北] ソウルでもっとも IC が集

中しているのは鷺梁津駅、新林駅、新村駅周
辺であり、鷺梁津は公務員試験や大学編入試
験用の塾が多くある地域に隣接しており、森
林は歓楽街、新村は大学街かつ若者文化の発
信地として知られている。インタビュー調査
を踏まえれば、IC の主要な顧客は 20～30 代
の男性のオンラインゲーム利用者であると
考えられるが、小中学生を対象とした何軒も
の IC が団地に隣接しており、これらのこと
から、韓国の IC については、若者の枠を広
くとりながら分析が加えられる必要がある
ことが明らかになった。他方、ソウルのいく
つかの地域では、日本の個人ブースのアイデ
アが、テレクラの機能も備えた「成人向け IC」
として展開しつつあることも併せて付記し
ておくべき事態である。また、台北の ICは、
韓国と同じくオンラインゲーム利用が主流
であるが、台北市に制定されている IC の開
店規制（学校を中心とする半径 200m 以内に
は開店不可能）のせいか、もっとも集中して
いるのは、語学教室などが多くある地区であ
り、それ以外は IC が散在していることが確
認された。 

[北京・天津・上海] 北京については、特
定の場所への集中ということが一概に言い
難かったが、拡大する都市の外延部に IC が
林立しており、国内移民労働者の娯楽施設と



 

 

しての役割を IC が担っていることが示され
た。このような利用様態は、天津でも確認で
きたが、北京よりも街の規模が小さいため、
都市の中心部にこの現象が出ていることが、
インタビュー調査の中から明らかになった。
他方、上海においては、上海駅周辺、復旦大
学周辺、繁華街などに IC が集中しており、
インタビュー調査からも日本と同じような
機能分化が見受けられた。 
[香港] もっとも IC が集中しているのは

MTR 尖沙咀駅周辺であり、この地区一帯は海
外移民労働者が集う場所である。特に週末に
なると、フィリピン・インドネシアをはじめ
とする東南アジアから出稼ぎにきた女性家
事労働者が IC に大挙し、自国に残してきた
家族や恋人たちと Skypeなどを用いて会話す
る様子が確認できた。他方、対岸の香港島で
は駅ごとに 1 軒～数軒の IC が確認できるの
みであり、小中学生がオンラインゲームを楽
しむ場となっていることが明らかになった。 
[シンガポール] リトル・インディア一帯

に IC が集中しており、1km2に 29 店舗の存在
が確認できた。リトル・インディアは、現在
世界中からバックパッカーが集まる地区と
なっており、安宿とともに営まれている IC
も数軒あったが、インタビュー調査から明ら
かになったことは、これらの IC の主要顧客
がインド系移民労働者であり、建設現場で働
くためのビザ更新、および新規職への応募の
ために利用されているということである。そ
のため、リトル・インディアの IC は日本の
個人ブースとまではいかないものの、プライ
バシーに配慮した造りになっている。他方、
東南アジア有数の売春街であるゲイラン地
区にも IC が集中しているが、主要顧客は中
国人観光客、あるいは中国系移民であり、中
国本土のようなオープン席でオンラインゲ
ームを提供する IC が一般的である。また、
フィリピンからの女性移民労働者が集まる
「ラッキー・プラザ」では、香港と同様、週
末や休日に自国の親密な人々と会話を楽し
むために、IC に訪れることが明らかになった。 
[バンコク] バックパッカーが集まるカオ

サン通り周辺に IC が集中しており、そこで
は旅の出先から家族への連絡が取られてい
るが、ショッピングモール、大学周辺にも同
程度の IC が分布しており、そこでは子ども
や学生がオンライゲームを楽しんでいる。ま
た、歓楽街にも IC が集中しており、そこで
は、性産業に身を投ずる女性が、自らの顧客
を開拓したり、顧客との関係を継続したりす
るために、SMS やメッセージが残せるサイト
を用いて伝言を送っていることが示された。 
[マニラ] 大学周辺、安宿街、ショッピン

グモールなど、人が集まりやすい場 IC が集
中するのはもちろんだが、もっとも多く IC
が発見できたのは「ケソン・メモリアル・サ

ークル」を中心とする一帯である。特にこの
地域周辺は、比較的規模の大きなスクウォッ
ターがいくつかあり、その内部でも IC が営
まれ、子どもたちの遊び場として機能してい
ることは、東南アジアにおける PC やインタ
ーネットの普及を考える上で注目されるべ
きことである。他方、マニラ中心部では、韓
国系の資本が IC チェーン店を形成して「よ
り綺麗な IC」を提供し、後続の韓国系移民に
向けて PC・インターネット環境を整えてもい
る。また、IC の各 PC のほとんどに取り付け
られている電圧安定機、および IC を経営す
る韓国系移民へのインタビューから、PC・イ
ンターネットインフラを支える電力インフ
ラの脆弱性が明らかになった。 
以上のような、アジア・東南アジアの各都

市・各地域における IC のフィールド調査、
およびインタビュー調査から、東アジア・東
南アジア諸国の IC の利用様態については、
「個人的 individual－社交的 sociable」と
いう軸と「余暇的 recreational－業務的
business」という軸によって分類することが
できる。下図は報告 1（2010 年 7 月）で用い
た図に、それ以降の研究成果を加えた IC の
利用様態の分類である。 
 

 
図 1: IC の利用様態についての分類 

（報告 1 の資料を一部修正） 
 
 この図の内容は、今後も継続的に拡充され
ていく必要があるが、東アジア・東南アジア
各国の IC の利用様態が互いに知られていな
い中で、それら全体の関係を表現できるよう
な相関図を描きえたことは、本研究のもっと
も大きな成果の 1つであると考えられる。 
 また、この図を基底として、次のような比
較社会学的主題が導かれる。 
①日本の IC の特殊性とメディア利用 



 

 

②グローバリゼーション下における東アジ
ア・東南アジアの労働・移民と IC 

③四象限の隅に位置付けられる IC の利用方
法と社会問題 

④東アジア・東南アジアにおけるツーリズム
と IC 

⑤東アジア・東南アジアにおける IC 空間と
公共空間としての公園 

 
(2) このうち、上記の①、②、③の主題を

横断するものとして、現代日本の「ネットカ
フェ難民」問題について、同じくインターネ
ット先進国・先進地域である香港・シンガポ
ールのネットカフェを利用する「海外移民労
働者」との比較から、IC の「個人ブース」を
検討した。 
アジアの国々の中でも特に日本、香港、シ

ンガポールは、インターネットの家庭普及率
が非常に高く、そのためこれらの国や地域に
おいては、PC・インターネットを個人で維持
する経済的余裕があるか否かという点が、デ
ジタル・ディバイドを考える上での基点とな
る。つまり、この 3国において、ICを自らの
IT インフラ（の内の 1つ）に据えなければな
らないということは、とりもなおさず彼ら／
彼女らが比較的低所得者層に属することを
意味する（なお、東アジア・東南アジアにお
けるデジタル・ディバイドと IC との関係に
ついては、報告 2で詳しく述べた）。 

ただし、利用者の属性ないしは経済的状況
としてはあまり大差のないこれら 3 国の IC
の利用様態、そしてそこで立ち現われる規範
意識には大きな差がある。 
例えば日本の IC は、ネットカフェ難民の

簡易宿泊施設として利用されているが、互い
が会話をするのが憚られるほど静かな空間
が成立しており、実際 IC 利用者が「他人の
迷惑な行為」の最初に挙げるのも「物音を立
てること」である。 
他方、香港の ICでは、利用者は主に Skype

などを通じてコミュニケーションをとって
いるため、互いがうるさくしていてもほとん
ど気に留めることはない。例えば、ある利用
者が子どもをあやすために PC 越しに歌を歌
っていようとも、IC のフロアで子どもがハイ
ハイをしていようとも、人々は PC 越しに、
あるいはそこに集まった者同士でコミュニ
ケーションを楽しんでいる。また、シンガポ
ールの IC は、日本と香港の中間に位置づけ
られる。 
3 国の IC についての比較考察から、上のよ

うな差異が生まれる理由は、日本の「個人ブ
ース」が果たす役割が大きいという示唆を得
ることができた。実際、シンガポールの IC
では簡易ブースが付設されているものもあ
るが、そこではやはり「利用者が静かにする
こと」が求められる傾向にあることも、イン

タビュー調査から明らかになっている。 
 また、このような成果をもとに、日本にお
ける IC の個人ブースの起源を探るために、
日本の主要な新聞（朝日・読売・毎日）の記
事、および雑誌、書籍、ウェブ情報などを収
集し、どのような経緯から個人ブースが「発
明」されるに至ったのかを調査した。 
 そこで明らかになったことをまとめれば、
以下のようになる。 
まず、個人ブースは初期の日本の IC（1994

年～1995 年頃）には存在せず、また IC 自体
が PC やインターネットの存在を人々に啓蒙
する役割を担っていたということである。 
次に、個人ブースの誕生は 1997 年～1998

年頃と推定され（確実な情報としては 1998
年）、個人ブースを導入した経営者たちは自
らの職業を「快適な空間を顧客に提供するも
と」と規定していたということである。そし
て、快適な空間の提供を目指す過程で、他国
の IC にはない様々なメディアやアメニティ
グッズのサービスが付加されていく（IC と漫
画喫茶の融合が図られるのは、このような文
脈においてである）。また、この頃の流行に
「癒し」があり、IC の個人ブースがまさにこ
の癒しを提供する場となっていたというこ
とも、特筆すべきことである。 
 だが他方で、隣人がどのような人かも認知
できないような私的空間が、ICという公的空
間に複数設置されることによって、2000 年を
過ぎた頃から、様々な犯罪や青少年の非行の
温床として認知されることになる。また、こ
の頃すでに PC・インターネットを備えた漫画
喫茶で無銭飲食・滞在事件が発生しており、
それは 2005 年以降から徐々に社会的認知が
始まり 2007 年に広く人口に膾炙される「ネ
ットカフェ難民」の端緒であったと推察され
る。 
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